
蓬
来
町
界
隈

（そ
の
四
■
■
一

天
下
ま
つ
り
と
根
津
権
現

（
三
）
林
　
　
順
　
だ
い

日

　
神
興
の
本
場
は
深
川

（隠
居
）
昔
か
ら
こ
の
お
江
戸
で
は

，み
こ
‐浣
体
川
１１１

肇
神
田
、
だ
だ

っ
広
い
は
―――
上
模
」

っ
て
い
う
地
口
が

あ
る
の
を
知

っ
て
る
か
い
‥
？

（
ハ
エ
）
そ
い
つ
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
．
■
′ま
い
こ
こ

を
い
い
ま
し
た
ね
、
■
の
人
は
―
．

（ク
マ
公
）
何
で
深
―――
に
は
山
草
が
発
達
し
な
か

っ
た

ん
で
す
か
ね
ェ
ー
．

（隠
居
）
江
戸
期
の
資
料
を
見
る
っ
て
工
と
、
深
川
の

富
同
入
幡
宮
の
御
祭
礼
で
は
　
た
し
か
に
何
本
か
の
山

車
や
屋
台
は
出
て
る
ん
だ
よ
．
で
も
深
―――
っ
て
工
と
こ

は
、
何
せ
木
場
だ
ろ
、
畿
■
に
も
掘
割
―――
が
円
ら
き
れ

て
い
て
、
橋
が
や
た
ら
と
″多
か

つ
た
．
古
の
橋
は
、
下

を
始
が
た
く
さ
ん
通
る
も
ん
で
、
橋
の
真
中
を
高
く
し

た
人
藪
橋
み
た
い
な
の
が
多
か
っ
た
．
ふ
だ
ん
幕
府
は
、

橋
の
上
を
卓
を
■
い
て
渡
つ
て
は
い
け
な
い
と
御
法
度

だ

っ
た
。
御
祭
礼
の
と
き
は
大
日
に
み
て
い
た
が
、
そ

れ
が
山
車
が
少
な
か
っ
た
こ
と
の

一
つ
、
ま
た
も
う

つ
に
は
深
川
は
、
下
給
の
行
徳
に
も
近
く
、
行
徳
に
は

浅
子
周
慶
だ
の
後
藤
直
光
だ
の
と
い
え
′神
奥
師
が
江
戸

期
か
ら
い
て
、
場
所
が
本
場
だ
も
ん
で
、
働
き
手
の
若

衆
が
大
勢
い
た
ん
で
、
威
勢
の
よ
い
お
神
興
に
人
気
が

あ

っ
た
ん
だ
よ
．
神
興
の
本
場
は
深
川
だ

っ
た
．

＾
ハ
チ
）
山
上
様
は
た
し
か
に
広
い
よ
、
氏
■
町
が
百

六
■
五
ヶ
町

っ
て
い
い
ま
す
か
ら
た
．

（ク
マ
公
）
と
こ
ろ
で
根
津
権
現
の
上
徳
ま

つ
―，
の
山

車
五
十
本
と
い
つ
の
は
、
空
前
絶
後
と
で
つ
大
規
模
な

も
の
だ
っ
た
と
闘
き
ま
す
が
、
そ
の
番
付
が
わ
か
る
ん

で
す
か
い
．

（隠
し

止
徳
四
年
の
根
津
籠
現
奈
が
あ
ん
ま
い
す
ば

ら
し
か
つ
た
ん
で
、
後
世
ま
で
語
り
継
が
え
て
、
百
何

年
も
た
っ
た
天
保
時
代
に
な

っ
て
、
横
長
の
絵
入
り
の

番
行
が
江
戸
で
売
ら
れ
て
い
た
。
昨
今
そ
れ
を
絵
人
――

復
刻
し
て
神
社
の
社
務
所
で
ゆ
ず

っ
て
首
え
る
が
ね
。

少
し
長
い
の
だ
が
、
第

一
番
か
ら
第
二
十
番
ま
で
の
番

付
を
、
こ
の
機
会
に
印
刷
し
て
頂
こ
う
か
と
思
う
．
今

か
ら
六
十
年
前
に
出
た

一本
郷
区
史
」
と
い
う
Ｌ

い
本

に
出
て
い
る
ん
だ
。

日

　
お
祭
り
行
列
は
前
１１
の
夕
方
か
ら
揃
う

（
ハ
チ
）
こ
の
五
十
本
の
山
車
や
屋
台
の
前
と
後
ろ

に
行
列
の
先
達
や
ら
警
固
や
ら
何
百
人
と
い
う
人
達

が
上
下
姿
で
参
列
し
た
ん
だ
か
ら
、
さ
ぞ
長
時
間
の

お
祭
「
な
工
な
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
．

（ク
マ
公
）

一
体
全
体
、
行
列
は
ど
こ
か
ら
始
ま
つ

て
、
ど
こ
を
ど
う
や
っ
て
通
っ
た
ん
で
す
か
ね
．

隠^
居
）
そ
り
ゃ
い
い
質
問
だ
ね
。
九
月
二
十
二
日

に
人
祭
の
行
列
が
あ
っ
た
ん
だ
が
、
練
物
や
お
り
物

は
、
前
の
日
の
夕
方
か
ら
ヒ
野
広
小
路
に
集
合
し
て
、

出
発
の
時
刻
を
待
っ
た
。　
一
方
、
根
津
格
現
の
一
の

宮
、　
あ
官
、
三
２
『口２
二
基
の
仰
神
輿
は
、
九
月

二
十
二
日
の
午
前
四
時
に
神
社
を
出
発
し
て
、
下
合

ｔ
軒
町
、
茅
町
か
ら
天
神
下
に
出
´ゝ

南
に
昌
〓̈
橋

を
渡
り
、
淡
路
町
、
小
川
町
を
南
に
、
錦
町
か
ら
雉

■
橋
を
右
折
、
九
段
ド
か
ら
飯
」――
町
へ
出
て
、
比
較

的
ゆ
る
や
か
な
中
坂
を
上
い
、
田
安
門
か
ら
江
戸
城

に
入
っ
た
，
後
半
は
神
日
明
神
の
大
祭
の
と
き
と
同

じ
コ
ー
ス
だ
っ
た
わ
け
だ
よ
．
そ
し
て
将
軍
様
の
御

卜
覧
を
得
て
か
ら
、
竹
橋
か
ら
選
出
し
て
、
内
一濠
に

沿
っ
て
■
川
門
か
ら
、
龍
′
口

（バ
レ
ス
ホ
テ
ル
辺

「
）
か
ら
更
に
北
奉
行
所
の
あ
っ
た
鍛
冶
橋

（旧
都

庁
辺
）
か
ら
通
三
丁
日
、
更
に
日
本
清
西
日
市
の
御

旅
所
に
向
か
っ
た
．

帰
路
は
神
田
筋
違
橋

一万
世
橋
）
か
ら
、
天
神
下
、



七
軒
町
、
宮
永
町
を
通

っ
て
根
津
権
現
と
い
う
コ
ー
ス

を
練
り
歩
い
た
．
四
日
市
の
御
旅
所
に
は
油
ら
れ
ず
、

御
休
み
の
後
で
、
御
迷
輿
さ
れ
た
。

（
ハ
千
）
各
町
か
ら
の
山
市
屋
台
は
最
後
ま
で

一
緒
だ

っ
た
ん
で
す
か
．

（隠
居
）
神
口
祭
や
山
上
祭
の
と
き
も
同
じ
だ
が
、
御

上
覧
が
終
わ

っ
て
、
城
下
に
出
る
と
、
次
一第
に
流
れ
解

散
し
て
各
町
内
に
帰
っ
た
．

ク^
マ
公
）
で
も
、
二
日
が
か
０
で
ヽ
↑
り
行
列
に
参
加

す
る
ん
で
す
か
ら
、
■
ネ
ル
ギ
ー
と
か
い
う
や
つ
が
、

今
と
は
比
べ
も
ん
に
な
―，
ま
せ
ん
ね
．

（
ハ
チ
）
五
十
本
，
つ
ち
、
地
元
の
山
車
が
た
っ
た
三

本
と
は
少
し
も
の
足
―
ま
せ
ん
や
。

（隠
居
）
だ

っ
て
こ
の
辺
は
上
徳
と
い
う
一
百
七
十
年

も
以
前
で
は
、
ま
だ
町
屋
と
し
て
の
体
我
が
出
来
上
が

っ
て
な
か
っ
た
ん
で
　
い
た
し
方
な
い
と
こ
ろ
だ
ね
。

「盆
踊
り
を
終
え
て
」

含
田
　
幸

一

人
月
二
十
四
Ｈ
朝
九
時

天
気
は
晴
れ
．
絶
好
の
イ

ベ
ン
ト
ロ
和
に
、
さ
あ
、
い
よ
い
よ
盆
踊
り
の
、
幕
喘

け
で
す
．
ま
ず
は
、
会
場
の
設
営
か
ら
取
―，
か
か
り
ま

す
．
例
年
の
と
お
り
、
町
会
社
員
及
び
若
手
″
志
の

方
々
二
十
数
名
が
、
海
蔵
■
さ
ん
の
倉
暉
前
に
集
△
Ｒ

盆
踊
り
用
の
指
と
ゲ
ー
ム
等
の
機
材
の
搬
出
を
開
始
し

ま

し

た

．

今
年
初
め
て
の
盆
踊
り
の
お
´，
仏
を
す
る
と
い
う

役
員
さ
ん
も
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
新
旧

人
り
乱
れ
て
和
気
調
々
と
作
業
は
順
調
に
運
び
、
午

後
二
時
頃
に
は
ほ
ぼ
完
成
，
そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
　
屋

台

■
日
半

二
受
付
等
々
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
．
特
に
ゲ
ー
ム
担
当

は
、
若
手
の
方
た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
、
皆
ん
な
工

芙
， ｔ
凝
ら
し
た
手
う
く
”
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
が
出
来
上
が
い
、
さ
あ
、
後
は
お
客
さ
ん
を

待
つ
ば
か
し
‥
．
と
思
い
き
や
、
雨
が
降
り
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
．

「ど
う
し
よ
う
？
―
」
と
思
い
な

が
ら
も
、

「折
角
皆
な
で
前
か
ら
準
備
を
進
め
、
カ

を
合
わ
せ
て
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
、
雨
が
降

っ

て
い
て
も
、
今
日
は
こ
の
ま
ま
決
行
し
よ
う
―
‐
」

と
、
全
員

一
致
で
決
ま
り
、

こ
の
皆
ん
な
の
心
意
気
が
天
に
通
じ
た
の
か
、
や

が
て

一
時
間
程
で
雨
も
上
が
り
、
何
と
か

一
日
日
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
，
１
日
日
は
、
幸
い
雨
が
降
ら

な
か
っ
た
為
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
し
て
下
さ

い
、
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

人
資
を
叩
い
て
く
れ
た
子
供
達
も
、　
一
週
間
仕
前

か
ら
、　
■
褥
嬰
市
練
習
し
て
、
一理
張
つ
て
く
れ
ま
し

た
。
初
め
て
バ
チ
を
握

つ
た
と
き
は
、
何
も
で
き
な

か
っ
た
の
に
、
や
れ
ば
で
ヽ
る
ん
だ
と
い
つヽ
事
を
、

体
験
し
た
こ
と
は
、
学
校
の
勉
強
と
は
違

っ
た
意
味

で
、
大
切
な
何
か
を
学
ぶ
一
，

がヽ
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
λ
′
か
，

今
ま
で
の
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
の
役
員
さ
ん
は

勿
論
、
今
年
か
ら
新
た
に
役
員
に
な
っ
た
方
も
、
前

向
き
に
取
り
組
み
、
頭
張

っ
て
下
さ
っ
た
り
、
又
、

役
員
で
は
な
い
け
れ
ど
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
精

一
杯

協
力
し
、
お
手
伝
下
さ
る
若
い
有
志
の
方
々
等
、
皆

な
で
楽
し
み
な
が
ら
、
準
備
を
し
、
皆
な
で
楽
し
く

盆
踊
い
を
行
な
え
た
と
い
う
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
て
、
町
内
の
方
た
ち
が
盆
踊
り
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
な
ら
、
正
に
■
〓
仕
共
栄
。
蓬

菜
町
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
役
割
り
を
充

分
に
果
た
し
て
い
る
と
、
一｝
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
，
今
後
共
、
町
会
の
人
達
が

一
体
と
な
る
町

づ
く
り
を
、
皆
な
で
し
て
い
け
た

つヽ
素
晴
ら
し
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
津
大
権
現
　
初
御
祭
礼
番
附

（正
徳
四
年
九
月
二
十
二
日
執
行
）

第
一番

　

大
伝
馬
型
丁
日
一
〒
Ｈ
藍
町

水
表
月
の
吹
ヽ
・ぬ
き
、
本

第
二
番

　

車
仏
馬
町
丁
Ц
一
丁
日
、一一丁
鳳

ム
る
の
吹
き
ぬ
き
、
本

筆
〓
一一否
　
　
小
伝
馬
町
一丁
日
■
一丁
日
、〓
一丁
目
上
町
下
町
、

嬌
楼
ん
に
蓬
一〓禽
Ｌ
ヽ
大
の
は
り
本
塑
一
武
荒
一
人

第
四
番

　

官
水
町
、一
，
切
通
町
、下
谷
ｔ
軒
町
、

鼠
の
装
，喬
麟
丼
●
吹
ぬ
二
本
賞
■
蛇
Ｐ
「
な
↓
″
屋
台

山
人
形
二
つ

第
五
番

　

駒
込
浅
査
側
、
同
追
分
町
、



桐
の
鳳
凰
の
だ
し
一本

枷
ツ
■
后
の
屋
台
ヽ
鐘
武
者
子
■
■
人

一″
工
全
香

　

駒
ヽ
片
町
、

薄
に
銀
の
鶴
、独
奏
の
出
し
一本

布
，
の
屋
台

花
籠
‘
本
■
供
―
人

第
七
番
　
芝
演
松
Ｌ
丁
貝
一
丁
目

一丁
目

ん
籠
δ
出
し
、年
一針

本

田
“
●
ケ
●

縮
刈
子
”
十
人

第

人
番

　̈
　
ｔ
一浜
松
町
四
■
日

新
網
町

同
代
地
、

土
蜘
●
早
の
出
し

ヽ

■
蜘
蛛
の
武
者
人
形

鬼
の
撃
台

第
九
番

　
一を
ナ
ロ
川
町
同
積
町
神
明
町

銀
の
調
鉾
三
本

打
違
ひ
出
し

本

山
田
の
蛇

〓
謹
の
を
の
ウ
や
た
い

第

十

番

　

芝
露
旦
叫
、■
日
町

か

一́た
大
●
逗
」
■
の
だ
し
一本
、須
弥
の
四
人
エ

ル
馨
の
内
Ｌ
の
屋
台

第

十

番

　

芝
ロ
テ

ロ
末
側

口

丁

目

鳳
鳳
に
大
豪
の
だ
し
一本
　
一十
四
孝
入
し
せ
ん
の
屋
台

第

十

一
一番

芝
里

丁
日

回
譜

”町

■
の
菫
に
硼
を
，
人
形
ふ
き
貢
一本

け
ｔ
り
人
形
ρ
●
（［、腰
付
栞
十
人

■
Ｔ
Ｔ
二
番

兼
げ
Ｌ

備
前
町

和
泉
町

競
冶
町

ふ
た
ま
た
人
根
の
出
し
，
■
良
の
馨
業
●
年
０
■
“
十
人

生
４
十
四

益́
¨
桜
日
供
見
Ｌ
、同
善
右
衛
円
町

口
久
“
●
、太
左
衛
門
町

桜
Ｑ
半
否
の欧
景
き
ギ
ス
た
見
屋
‘
ｉ

イ^
十
人

予ヽ
十

五
ス
］
南
小
日
原
町

Γ
ロ

コ

一丁
――

桜
，
”
証
の
出
し
一本

核
川
学
び

れ
，
く
０
人
形
や
た
い

一”
十

六

番
［
市
飯
田
町

雨
本
郷
町

上
柳
原
町

花
饉
矢
車
の
だ
し
一本

「
つ
ぼ
猿
狂
言
や
た
い

一表
卜

七

蒸
］
舟
い
町
一丁
目

一
一丁
Ц

Ｉ
軒
町
、
明
石
町

額
に
，
い
か
り
の
出
し
一本
、
小
は
や
し
屋
台

第
卜
八
番

木
換
町
　
〓
一、四
Ｔ
Ｒ

一
型
家
の
壼
帯
上
‘
璧
た
し
，
↑
理
々
の
屋
‘
ヽ
′
々
の
出
立
手
で
た
●
イ

ｉ
供
三
け
人

第
十
九
番

木
換
町
五
六
ｔ
丁
Ц

花
籠
の
だ
し
Ｔ
ｒ
嵐
山
能
のヽ
た
い木
こ
り
の
出
立
二
で
た
一セ
〓
供
三千
人

第
二
十
番

筑
減
町
山
域
町
章
二
衛
門
町
左
ｒ肴
町
０
（最

企
銀
の
■
一
■
に
つ
せ
出
し
一卜

神
功
皇
着
わ
り
屋
台

第
一
十
一番
　
黎
十
郎
町

内
山
町

額
に
作
つ
も
の
笠
鉾
の
だ
し

本

高
麗
使
屋
台

第

一十
三
需
　
加
賀
町

八
官
町
、

針
製
の
に
型
遅
ひ
出
し
，
一
緞
子
の
旗
一本

岩
戸
神
楽
の
ヽ
た
い

菫

十
三
薔
　
滝
山
町

森
―――
町

花
籠

鎌
二
＾

吹
ぬ
き
一本

山
路
人
形
屋
壼

早
刈
り
子
０
二
十
人

年

十
四
番
　
錠
屋
町

勘
左
衛
門
屋
敷

体
泊
屋
敷

永
り
釜
入

が
い
狸
々
つ
く
ｏ
物

〓
鉾

不

等

一■
五
番
　
尾
張
町

丁
Ｕ
元
地

同
裏
川
■

同

一丁
目
〓
川
岸

管
弦

人
童
の
出
し
〓
ヽ
そ
う
く
は
老
舞
台
の
屋
台

第
二
■
六
番

市
八
丁
城
〓

一
〓

四

五
丁
目

譴
一本

槌
一本
出
し

吹
員
福
神
万
歳
の
Ｆ
台

”
Ｉ
Ｉ
ｔ
番

壺
」
査
曖
浜
町

川
口
町

深
川
士
島
町

同
北
門
町

軍
配
団
扇
打
違
ひ
膚
人
の
ば
り

布
袋
，
た
い

■

一十
八
普
　
本
郷
一丁
日

一
一ｒ
Ц

ビ
人
う
ち

は
打
違
ひ
出
し

本

布
袋
の
屋
台

■

十
九
番

本
郷
三
，
日

四
丁
Ц

九
き
花
笙
０
だ
し
一本

●
げ
興
花
売

伶
小
女
の
だ
貪

操
り
，

■

一十
人

第
二
■
計
　
　
本
郷
五
丁
目
Ｔ
＾
丁
Ц

全
銀
の
御
幣
の
出
し
．本

山
伏
峰
入
つ
の
屋
台

役
人
多
勢

第
二
十
一番

　

平
右
衛
門
町
、松

本
町

茅
町
一丁
目
、

壼
に
す

柄
杓
の
だ
し
一本

狸
々
の
層
台

第
二
一
・
一番

一矛
町
二
丁
日

瓦
町

天
工
町

菊
⊇
“
上
の
だ
し

不

”
慈
童
の
や
た
い

第
二
十
三
薔

浅
車
旅
籠
町
〓

一丁
日

，
回
町

一打
巫
菫
無

岩
粗
に
し
だ
れ
桜
の
出
し

唐
獅

十
由
舞
の
屋
台
、

第
一二

四
千

馬
喰
町
〓

、
三
、
四
Ｔ
Ｒ

茶
究
の
出
し
、吹
貫
，
ボ
わ
茶
一字
し
ん
か
ん

な
摘
み
子
供
二
十
人

第
〓
十
五
番

横
山
町
一丁
目

橋
町
四
丁
Ц

武
蔵
野
薄
に
月
の
出
し
一本
、
万
歳
の
Ｆ
台

”
三
十
＾
登

横
山
町
二

三
丁
日
、一
鶴
砕
原
六
丁
日
、

牡
丹
の
た
に
蝶
の
出
し
一本
、
Ｌ
椅
獅
子
の
屋
台

第
二
ｌ
ｔ
番

村
松
町

新
和
泉
肛
北
側

弥
兵
衛
町

従
に
額
に
■
針
の
■
し
一本

高
砂
住
０
」
，
に
載
せ
し
屋
台

第
二
十
八
番

一π
大
阪
町

■
助
屋
敷

甚
左
衛
門
町

塁
五
郎
崖
敷

ほ
て
い
人
黒

相
撲
０
人
形
、か
ざ
ぼ

Ｌヽ
本

第
二
■
九
番

一然
砲
町

亀
井
町

神
回
た
軒
■

岩
紅
雪
の
松
の
吹
貫
一本
、と笙
０
一
野
の
波
人
形
や
一た
い

第
四
十
薔

　

神
回
佐
柄
木
町
、
南
佐
柄
木
町
、

■
般
大
根
打
違
ひ
打
出
の
小
槌
の
出
し

人
里
末
万
歳
●
圧
台

第
四
け
．番
　
松
回
町

神
口
上
自
壁
町

，
日
壁
町

銀
の
御
幣

か
ぶ
ら
矢
の
出
し
一本

神
楽
屋
台

第
四
十
一
一番
　
橋
本
町
三
、
前リ
ー
ロ

エ
川
町
●
一
卜
町

稲
穂
の
だ
し

本
゛
ツ
゛
う
体
の
屋
台

諄
す
●
乙
女
十
人

”
四
十
二
番

通
旅
籠
旺

ホ
浜
町

橘
町
〓
　
三
丁
日

キ
筒
の
だ
し
，
■
■
の
■
の
や
た
い

第
四
十
四
香

神
Ｈ
紺
屋
町
〓

一丁
貝

横
町

〓
一丁
自

牡
丹
り
ヽ

石
台
の
出
し
、吹
流
し
一本

獅
子
乱
由
の
一ケ
一

第
四
＋
五
番
　
神
日
塗
町

四
軒
町

竜
関
町

大
和
町

〓埜
笠
０
たし
、人
基
本
一埜
節
山
女
人
形
ヤ
た
●
埜
亜
づ

第
四
十
六
番

な
屋
町

幸
町
、
日
比
谷
一丁
目

淫
希
奮
ｒ
、
あ
き
一本

や
お
と
り
■
や
た
い

第
四
ｌ
ｔ
番

■
町

興
作
屋
敷

金
ム
町
、本
谷
町
二
丁
口

入
鈴
三
本
■
，
址
ひ
吹
流
し

本

湯
立
て
屋
台

第
四
十
八
番
　
南
槙
町

同
会
所
、道
寿
屋
敷

祐
徳
屋
黙

正
本
町

幣
に
笠
筆
の
出
上

ヽ

神
楽
子
供
山
人
大
員
の
や
た
い

年
四
十
九
需

南
塗
町
、
南
覇
町

松
川
町
二

一丁
目

鈴
木
町
、
囚
幡
町

花
籠
出
し
、吹
責
栞
三
画
工
，
の
屋
台

”
五
十
番

　

直
後
冶
町
Ｉ

丁
日
、
畳
町

幣
に
神
楽
，
電

下
に
赤
熊
一し
ゃ
ぐ
ま
一
の
出
し

０
江
り
，
「

手
二
つ
■
前
十
二
人

措Ｔ
，
も
の
小
録
●
，
本

人
刀
ぶ
，
づ
一
〓
た
せ
る

稲
姜
の
頻
り
な
る
夜
ぞ
米
育
つ
　
青
木
市
寿

古

池

や
一月

で

風

切

る

水

馬
　
小
壁
里

コ

タ
風
に
気
ま
ま
に
歩
む
桐

一
業
　
福
山
ｔ
章

朝

顔

の
蔓

の
手
属
く
格
子
窓
　
池
田
遠
木



つ
平
成
プし

年
九
月
下
旬
ま
で

６
／
８
区
報
配
付

６
／
‘
蓬
茉
町
会
定
例
総
会

（於
　
か
ね
こ
）

小
林
前
町
会
長
　
猪
熊
前
総
務
部
長
　
川
西

前
会
計
　
御
二
人
の
勇
退
に
，
し
て
感
謝
状

と
記
念
品
を

（故
竹
中
一
馬
氏
レ
■

に^
）
贈

呈
さ
せ
て
載
き
ま
し
た
．

６
／
郎
区
報
配
布

７
／
３
根
汁
神
社
つ
つ
じ
会
総
会

（於
根
津
神
社
社

務
所
）

７
／
８
区
報
配
布

７
／
Ю
駒
本
小
学
校

一地
域
ら
れ
あ
い
運
動
会
」
に

つ
い
て

（於
　
駒
本
小
学
校
一

７
／
１７
町
会
迪
合
会
施
設
見
学
会

７
／
ヽ
根
津
神
社
総
会

（於
　
■
一あ
所
）

７
／
２
区
整
配
布

８
／
８
区
報
配
布

８
／
‐２
定
例
役
員
会

（於
ン
ル
バ
ー
ビ
ア
一

主
に
盆
踊
り
に
つ
い
て
準
備
打
合
せ

８
／
２‐
区
報
配
布

９
／
Ю
同
若

９
／
１２
定
例
役
員
会

於^
シ
ル
バ
ー
ビ
ア
）

新
町
会
員
名
簿
作
成
条
ｒ
、洪

９
／
パ
区
整
配
布

６
／
η

盆
踊
り
準
備
〓舎
只
会
発
足

（大
△
●
杢
６
貝
長
　
一二
宅
町
会
長
）

７
／
２

蓬
莱
だ
よ
り

，第
４
８
号
」
配
布

７
／
る

第
２
回
盆
踊
「
準
備
委
一員
会

８
／
６

第
３
回
締
踊
「
準
備
委
員
会

８
／
‐８

盆
踊
り
の
人
鼓
練
習

（町
内
の
子
供
８
名
）

８
／
”

盆
踊
り
大
会

（於
　
人
観
音
境
内
）

６
／
１２
本
郷
清
掃
事
業
協
力
会
総
会

（於
弥
生
会
館

菅
谷
様
　
藍
原
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
）

７
／
８
東
京
都
地
域
ホ
十
宇
奉
■
団
第
２
プ
ロ
ッ
ク

研
修
会

（於
　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

第
２
日
婦
人
部
例
会

（於
　
常
端
■
）

７
／
‐４
ホ
十
宇
奉
仕
活
動
　
く
す
の
本
の
郷
特
別
養

護
ホ
ー
ム
　
洗
濯
物
を
た
た
０
，

７
／
ヽ
廃
品
回
収

８
／
，
盆
踊
り
の
練
習

（於
　
常
瑞
寺
　
坂
東
〓
の

“

昭
先
■
の
指
導
に
よ
り
）

９
／
２
定
例
部
会
　

（於
　
帯
世
皿寺
）

９
／
８
故
老
天
ぶ
ら
会
　
手
伝
い

（於
　
海
蔵
き

五
名
参
加

９
／
１
町
内
敬
老
の
お
祝
品
お
届
け

一果
物
）

男
十
八
名
　̈
女
二
十
一
一名

節
日
の
お
祝
い
ｔ
ｔ
才
　
八
十
才
　
人
十
人

オ
　
九
十
才
の
方
々

９
／
１３
交
通
一客
Ｆ
製
込
母
の
会
　
（於
　
昭
和
小
学
怯
一

９
／
Ｂ

９
／
２

９
／
Ю

６
／
％

駒
込
交
通
安
全
運
動
　
駒
込
著
管
内
の

「死

亡
事
故
ゼ
ロ
」
２
年
が
達
成
さ
れ
１
週
間
の

街
頭
活
動
を
実
施

９
／
Ｈ

交
通
支
部
長
会

　
（於

駒
込
署
　
石
川
部

長
出
席
）

９
／
２
‘
匈
　
秋
の
交
通
女^
全
運
動
参
加

男
十
二
名
　
婦
人
部
四
名

回

闇

園

□

６
／
る

防
災
部
一長
懇
談
会
　
於
本
郷
消
防
署

７
／
‘

街
頭
防
災
訓
練

８
／
７

第
２
回
防
火
大
学
講
習
会

回
悧
日
□

６
／
５

駒
込
防
犯
協
会
５
０
周
年
記
念
式
典

（格
山

荘
に
て
三
宅
　
橋
本
氏
出
Ｅ

９
／
る

防
犯
町
会
長
支
部
長
会
議
　
於
　
駒
込
署
講

堂
　
（三
宅
　
坂
本
氏
出
席
）

編
集
委
員

二
宅
英
三
　
竹
中
俊
之
　
常
”
　
裕

倉
田
幸

一　
池
日
　
暉

『高
齢
者
の
た
め
の
交
一要
ネ
ビ
』

資
源
回
収

‘
”
　
秋
の
交
一理
ダ
三
運
動
協
力

今
回
地
域
安
全

運
動
推
進
会
議

（於
　
駒
込
署
一


